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第２号様式（第４関係）  

令 和  ５  年  １  月 １ ０ 日  

 

調 布 市 議 会 議 長  小  林  市  之  様  

 

                厚 生 委 員 長  内  藤  美 貴 子   

 

   視 察 等 共 通 部 分 報 告 書  

 

下 記 の と お り ， 視 察 （ 研 修 ・ 視 察 研 修 ） を 実 施 い た し ま し た の で ，

視 察 等 個 別 部 分 報 告 書 （ 第 ３ 号 様 式 ） を 添 え て 報 告 い た し ま す 。  

 

記  

 

１  実 施 名 称 （ テ ー マ ）  

  令和４年度調布市議会厚生委員会行政視察  

２  実 施 期 日 （ 期 間 ）  

  令和４年１０月２５日から令和４年１０月２７日（３日間）  

３  実 施 場 所 （ 視 察 先 ・ 研 修 会 場 ）  

  ・兵庫県尼崎市（いくしあ子どもの育ち支援センター）  

・愛知県名古屋市（名古屋市会）  

・愛知県豊田市（豊田市こども発達センター）  

４  実 施 目 的  

  厚生委員会所管事務について，他自治体の視察，事務調査を行う

ことにより，今後の市政に十分反映させることを目的とする。  

５  参 加 者 の 氏 名  

  ・内藤美貴子  ・大野  祐司  ・佐藤  尭彦  ・橘   正俊  

  ・宮本  和実  
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６  実 施 結 果 （ 視 察 概 要 ）  

  兵 庫 県 尼 崎 市 （ ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 の 取 組 に つ い て ）  

こ ど も 青 少 年 局 こ ど も 青 少 年 部 こ ど も 相 談 支 援 課 ・ こ ど も 青 少 年

課 ・ 尼 崎 市 子 ど も の 育 ち 支 援 セ ン タ ー い く し あ 推 進 課 に よ る 説 明  

 (1) 子 ど も の 育 ち 支 援 セ ン タ ー 「 い く し あ 」 の 概 要  

子 ど も や 若 者 の 育 ち を 支 え る 機 能 と し て ， 児 童 虐 待 や 発 達 障 害 ，

児 童 生 徒 の 不 登 校 な ど 様 々 な 困 難 な 課 題 を 抱 え る ０ 歳 か ら 概 ね 18

歳 ま で の 子 ど も た ち や 子 育 て 家 庭 に 寄 り 添 い ， 様 々 な 関 係 機 関 が

有 機 的 に 連 携 し て ， 切 れ 目 な く 継 続 的 に 支 援 を 行 う 総 合 施 設 と し

て 「 い く し あ 」 を あ ま が さ き ・ ひ と 咲 き プ ラ ザ 内 に 令 和 元 年 10月

に 開 設 。  

あ ま が さ き ・ ひ と 咲 き プ ラ ザ で は ， 学 び と 育 ち を 支 援 す る 拠 点

と し て ① 子 ど も の 育 ち を 支 え る 機 能 ② 教 員 ・ 職 員 の 人 材 育 成 機 能

③ 市 民 の 交 流 ・ 学 習 機 能 の ３ つ の 機 能 を 有 機 的 に 連 携 さ せ る こ と

を 目 的 と し て い る 。  

(2) ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 施 策 の こ れ ま で の 取 組 状 況  

   ア  平 成 29年  

    「 地 域 で 支 え る ， 子 ど も ・ 若 者 の 成 長 」 を テ ー マ に し た ， ユ

ー ス ワ ー ク 講 演 会 ・ 学 習 会 に お い て ， 京 都 の 青 少 年 セ ン タ ー に

集 ま っ た 子 ど も か ら 「 妹 や 弟 の 世 話 を 見 て い る た め 勉 強 で き な

い 」 「 親 の 代 わ り に 家 事 を し な け れ ば な ら な い 」 と い う 声 が あ

っ た こ と か ら ， ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 に 向 け た 取 組 を 進 め て い く

こ と と な っ た 。  

こ れ を 機 に 平 成 30年 度 か ら ， コ ミ ュ ニ テ ィ ソ ー シ ャ ル ワ ー ク

の 一 貫 と し て ， 市 と し て 課 題 の 周 知 ， 啓 発 ， 研 修 の 実 施 ， 事 例

検 討 会 の 開 催 等 の 取 組 を 開 始 し た 。  

 イ  平 成 30年 度  

 ( ｱ ) 京 都 ユ ー ス サ ー ビ ス 協 会 視 察 （ 先 行 的 に ヤ ン グ ケ ア ラ ー の

事 例 検 討 会 を 実 施 し て い た た め 参 加 ）  

   (ｲ) ヤ ン グ ケ ア ラ ー 定 例 会 議 ス タ ー ト  
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  (ｳ) イ ギ リ ス か ら 講 師 ２ 人 を 招 き ， シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催  

 ウ  平 成 31年 度 （ 令 和 元 年 度 ）  

  (ｱ) ヤ ン グ ケ ア ラ ー 定 例 会 議 を 継 続  

  ( ｲ ) ヤ ン グ ケ ア ラ ー ミ ー テ ィ ン グ （ 当 事 者 ， 支 援 者 ， ボ ラ ン テ

ィ ア ら と Ｂ Ｂ Ｑ ， 対 話 ）  

  (ｳ) ヤ ン グ ケ ア ラ ー ・ イ ン タ ビ ュ ー の 実 施  

  ( ｴ ) 事 例 検 討 会 の 開 催 （ 令 和 元 年 ７ 月 23日 参 加 者 27人 ・ 令 和 ２

年 １ 月 27日 参 加 者 34人 ）  

 エ  令 和 ２ 年 度  

  (ｱ) 事 例 検 討 会 の 開 催  

  (ｲ) 教 員 向 け 研 修 の 実 施 （ 12人 参 加 ）  

  (ｳ) ヤ ン グ ケ ア ラ ー に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 （ 介 護 事 業 所 ・  

地 域 包 括 支 援 Ｃ 対 象 ）  

オ  令 和 ３ 年 度  

  (ｱ) Ｐ Ｔ （ プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム ） の 継 続  

  ( ｲ ) 学 び と 育 ち 研 究 所 で の 研 究 開 始 （ ６ 月 か ら 。 大 阪 歯 科 大 学

の 濱 島 先 生 ）  

    (ｳ) 子 ど も の 家 事 手 伝 い に 関 す る ア ン ケ ー ト の 実 施  

 

自 ら ヤ ン グ ケ ア ラ ー だ と 自 覚 し て い る ケ ー ス と い う の は ほ と ん

ど な い 中 で ， 関 係 機 関 や 学 校 ， 周 囲 の 大 人 た ち が 支 援 し よ う と し

て も ， 本 人 は 家 の 手 伝 い を し て い る だ け ， 困 っ て い る こ と は な い

な ど と 声 を あ げ な い 場 合 ， 積 極 的 に 介 入 す る こ と が な か な か 難 し

い の が 現 状 。  

ど の よ う な 形 で 支 援 し て い く の か と い っ た 点 で 苦 慮 し て い る 。  

(3) ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 相 談 窓 口 の 設 置 後 に つ い て  

   地 域 の 子 育 て 相 談 窓 口 ・ 子 ど も 家 庭 相 談 支 援 拠 点 と し て ， 令 和

元 年 10月 に 「 い く し あ 」 を 設 置 。  

虐 待 チ ー ム や 発 達 チ ー ム ， 教 育 委 員 会 事 務 局 な ど も 入 り ， 子 ど

も の 何 気 な い 相 談 か ら 家 庭 背 景 の 確 認 を 行 い ， 関 係 機 関 が 連 携 し
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た 支 援 に 取 り 組 む た め に 「 い く し あ 」 を 設 置 し た 。 従 来 か ら ヤ ン

グ ケ ア ラ ー や 子 ど も た ち の 相 談 に つ い て は 虐 待 チ ー ム で 行 っ て い

た が ， 専 門 の 相 談 窓 口 を 設 置 す る こ と に よ り 複 数 の 窓 口 が 点 在 す

る こ と が 懸 念 さ れ た た め ， 当 該 窓 口 で も ヤ ン グ ケ ア ラ ー の 総 合 相

談 を 引 き 続 き 行 い ， ワ ン ス ト ッ プ で の 相 談 体 制 と す る こ と と し た 。  

   こ の 総 合 相 談 窓 口 は ， 家 庭 児 童 相 談 に つ な が る 前 の 第 一 の 窓 口

と し て ， 誰 で も 子 ど も の こ と で 相 談 が で き る 広 い 相 談 の 受 け 皿 と

な っ て い る が ， 従 前 か ら ヤ ン グ ケ ア ラ ー の 相 談 に つ い て は ， 必 要

に 応 じ て 要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 に 内 容 を 提 示 し た う え で ケ ー

ス 対 応 を 行 い ， 支 援 策 の 検 討 を 行 っ て い た 。 ま た ， 要 保 護 児 童 対

策 地 域 協 議 会 に よ る 関 係 機 関 へ の 情 報 共 有 や 意 見 交 換 ， 支 援 ・ 検

討 に つ い て も 行 っ て き た 実 績 が あ る 。  

(4)  尼 崎 ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て  

   ア  事 業 概 要  

     (ｱ)  尼 崎 市 ヤ ン グ ケ ア ラ ー 等 世 帯 訪 問 支 援 事 業 に つ い て  

     本 来 大 人 が 担 う と 想 定 さ れ て い る 家 事 や 家 族 の 世 話 な ど を

日 常 的 に 行 っ て い る 概 ね 18歳 ま で の 子 ど も や 児 童 福 祉 法 に 規

定 す る 要 保 護 児 童 及 び 要 支 援 児 童 が い る 世 帯 等 で 支 援 を 必 要

と し て い る 方 に 対 し て ， 訪 問 支 援 員 を 派 遣 し ， 世 帯 の 家 事 支

援 及 び 育 児 支 援 を 提 供 す る 等 に よ り ， 子 ど も 及 び そ の 世 帯 の

負 担 軽 減 と 自 立 の 促 進 を 図 る こ と を 目 的 に 実 施 。  

     ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 を 新 た に 始 め た と い う こ と で は な く ，

こ れ ま で も 行 っ て き た 要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 の 中 で の 支

援 と し て ， 今 回 ， ヘ ル パ ー 派 遣 を 始 め る こ と に な り ， 必 要 な

家 庭 に 支 援 が で き る よ う 取 り 組 ん で い る 。 令 和 ４ 年 ８ 月 か ら

ヤ ン グ ケ ア ラ ー を 含 む 要 保 護 要 支 援 児 童 の い る 世 帯 に 対 し て ，

家 事 支 援 や 育 児 支 援 を 行 う ヘ ル パ ー 派 遣 を 実 施 し て い る 。  

     な お ， 本 事 業 の 実 施 に あ た っ て は ， 子 ど も た ち が 実 際 に 行

っ て い る 家 事 （ 食 事 の 準 備 ， 家 の 掃 除 ， 買 い 物 ， 離 乳 食 の つ

く り 方 ， 授 乳 相 談 ， 沐 浴 の 手 伝 い な ど ） を 例 示 し ， ヤ ン グ ケ
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ア ラ ー と い う 言 葉 は 一 切 使 用 せ ず に ， 家 事 支 援 や 育 児 支 援 を

行 う ヘ ル パ ー 派 遣 を 開 始 。 ９ 月 に は ３ 件 の 申 請 を 受 領 ， 支 援

し て い る 。  

     ヤ ン グ ケ ア ラ ー は ， 家 庭 内 で 問 題 を 抱 え 込 ん で し ま い ， 周

囲 に は 困 り 事 を 抱 え た 家 庭 だ と 認 識 さ れ な い こ と が 非 常 に 多

く ， 課 題 で あ る 。 事 業 の 利 用 を 必 要 な 支 援 だ と 理 解 し て も ら

い つ つ ， 保 育 所 な ど 関 係 機 関 等 に も 協 力 い た だ き な が ら 今 後

取 り 組 ん で い く 。   

     (ｲ)  尼 崎 市 ヤ ン グ ケ ア ラ ー ピ ア サ ポ ー ト 事 業 に つ い て  

     ヤ ン グ ケ ア ラ ー の 困 難 や 不 安 ， 孤 立 し た 状 況 を 解 消 す る た

め ， 同 じ よ う な 境 遇 の ヤ ン グ ケ ア ラ ー 同 士 が 自 ら の 悩 み や 不

安 を 共 有 し ， 語 り 合 う 機 会 や 悩 み 相 談 が で き る 場 を 提 供 す る 。

そ の ほ か ， ヤ ン グ ケ ア ラ ー の 悩 み 事 や 困 り 事 を し っ か り 聞 き ，

必 要 に 応 じ て 支 援 が 必 要 な 場 合 ， 「 い く し あ 」 を 含 め た 関 係

機 関 に つ な げ る こ と に よ り ， ヤ ン グ ケ ア ラ ー の 支 援 に 資 す る

こ と を 目 的 に 実 施 。  

     令 和 ４ 年 ７ 月 か ら 事 業 を 実 施 し ， 当 事 者 同 士 が 集 ま る 場 所

や 機 会 を 創 出 す る こ と で ， ① 共 感 で き る 仲 間 を つ く る ② 社 会

的 な 孤 立 を 防 ぐ ③ 家 族 の ケ ア か ら 離 れ た レ ス パ イ ト の 時 間 を

つ く る ④ 進 学 や 就 職 等 を 諦 め ず に す む よ う な 支 援 を 行 っ て い

る 。  

参 加 者 の 年 代 別 （ 小 ・ 中 学 生 向 け ， 高 校 生 以 上 向 け ） に 月

１ 回 オ ン ラ イ ン で の 参 加 も で き る イ ベ ン ト を 実 施 し て お り ，

ヤ ン グ ケ ア ラ ー と 年 齢 の 近 い ス タ ッ フ を 配 置 す る こ と で 居 心

地 が 良 く 相 談 し や す い 雰 囲 気 を 心 が け て い る も の の ， 参 加 者

が 少 な く 限 定 的 に な っ て い る の が 課 題 。  

(5)  各 関 係 機 関 と の 連 携 に つ い て  

  ア  県 と の 連 携 内 容 に つ い て  

    「 い く し あ 」 と 同 じ 敷 地 内 の 建 物 に 尼 崎 を 管 轄 す る 尼 崎 こ ど

も 家 庭 セ ン タ ー （ 兵 庫 県 の 児 童 相 談 所 ） が 入 っ て お り ， 何 ら か
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の 心 配 事 が あ り ， 市 の 対 応 で は 難 し い 場 合 に は ， 児 童 相 談 所 等

と 連 携 し て 支 援 に 取 り 組 ん で い る 。  

  イ  教 育 機 関 と の 連 携 内 容 に つ い て  

    「 い く し あ 」 内 に は ， 教 育 委 員 会 の こ ど も 教 育 支 援 課 も あ る

こ と か ら ， 日 々 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー と 情 報 共 有 や 全 体

会 議 を 行 っ て い る 。 子 ど も へ の 支 援 に 関 し て 円 滑 に 連 携 で き る

機 会 を 設 け る ほ か 教 員 向 け の 研 修 な ど ， 教 育 機 関 と の 連 携 は 特

に 重 要 視 し て い る 。  

ま た ， 子 ど も の 家 事 手 伝 い 等 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 を 小 学

４ 年 生 か ら 中 学 ３ 年 生 の 子 ど も た ち を 対 象 に 実 施 し ， 結 果 を 学

校 運 営 等 に 生 か し て い た だ く よ う ， 各 学 校 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク

も 実 施 。 そ れ 以 外 に も 多 様 な 実 践 ， 中 長 期 的 な 効 果 測 定 を 通 じ

た 科 学 的 根 拠 に 基 づ く 先 進 研 究 等 を 行 っ て い る 外 部 の 研 究 者 等

を 迎 え た 「 尼 崎 市 学 び と 育 ち 研 究 所 」 に 分 析 や 支 援 策 に つ な が

る 政 策 立 案 を い た だ く よ う 連 携 を 図 っ て い る 。  

  ウ  そ の 他 関 係 機 関 と の 連 携  

    保 健 福 祉 セ ン タ ー と も 連 携 し ， 訪 問 支 援 の 事 業 を 活 用 し な が

ら ， 子 ど も た ち の 生 活 を 少 し で も よ り よ い も の に す る た め ， 日

々 支 援 を 行 っ て い る 。  

  エ  庁 内 の 連 携 を 強 化 す る た め の 工 夫  

    ピ ア サ ポ ー ト 事 業 の 実 施 報 告 や 意 見 交 換 等 ， こ ど も 青 少 年 課 ，

い く し あ 推 進 課 ， 教 育 委 員 会 ， 受 託 事 業 者 等 関 係 機 関 が 出 席 す

る 月 １ 回 の 連 絡 会 議 を 開 催 す る な ど ， 適 宜 関 係 機 関 と 調 整 を 行

い ， 支 援 に つ な げ て い る 。  

(6)  そ の 他  

  ア  ヤ ン グ ケ ア ラ ー 啓 発 動 画 作 成 ・ 公 共 施 設 へ の 投 影 効 果 等 に つ

い て  

    ヤ ン グ ケ ア ラ ー の 存 在 や 課 題 に つ い て 啓 発 ， 考 え る き っ か け

に つ な ぐ こ と を 目 的 に 動 画 を 公 共 施 設 の 壁 に 投 影 し ， 昨 年 11月

に 不 定 期 で 12日 間 程 度 ， オ レ ン ジ リ ボ ン 運 動 の 趣 旨 を 踏 ま え ，
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児 童 虐 待 防 止 月 間 で あ る 11月 に あ わ せ て 実 施 。  

     内 容 は ， 様 々 な 登 場 人 物 が ヤ ン グ ケ ア ラ ー に つ い て 語 り （ 内

容 は フ ィ ク シ ョ ン で 「 小 学 生 の 頃 か ら 祖 母 を ず っ と 介 護 し て き

ま し た 」 な ど ） の 後 に 「 私 は ヤ ン グ ケ ア ラ ー で す か 」 と ， 最 後

に 問 い か け る 動 画 と な っ て い る 。  

     実 施 後 の ア ン ケ ー ト で は ， ９ 割 以 上 の 方 が ヤ ン グ ケ ア ラ ー に

つ い て 「 考 え る き っ か け に な っ た 」 「 啓 発 動 画 を ま た 見 た い 」

「 研 修 な ど の 座 学 と は 違 っ て 心 に 訴 え か け る も の が あ り ， イ ン

パ ク ト も あ り 良 か っ た 」 と の 好 意 的 な 意 見 が 非 常 に 多 く ， 目 的

に 適 っ た 事 業 と な っ た と 認 識 。 今 後 の 実 施 に つ い て は 検 討 中 。      

 

－ 尼 崎 市 子 ど も の 育 ち 支 援 セ ン タ ー 「 い く し あ 」 に て －  

                 

 

 

 

 

 

 

  ・ 愛 知 県 名 古 屋 市 （ 認 知 症 に 関 す る 取 組 に つ い て ）  

   健 康 福 祉 局 高 齢 福 祉 部 地 域 ケ ア 推 進 課 に よ る 説 明  

（ 1）  名 古 屋 市 の 高 齢 化 等 の 現 状  

  ア  高 齢 化 の 状 況  

総 人 口 約  232万 人 の う ち ， 65歳 以 上 の 高 齢 者 人 口 は 約 59万 人  

で 高 齢 化 率 は 25.5％ と な っ て い る が ， 令 和 ７ 年 に は 26.3％ と な

る と 予 想 。 ま た ， 高 齢 者 人 口 の 増 加 は ， よ り 高 い 年 齢 層 に 偏 っ

て き て い る 状 況 。  

  イ  認 知 症 高 齢 者 の 現 状  

    現 在 で は 全 国 の 認 知 症 患 者 約  600万 人 ， 2025年 に は 約  700万
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人 に 達 す る こ と が 見 込 ま れ て い る 。 自 治 体 で は 認 知 症 患 者 を 把

握 で き る 仕 組 み が な く ， 正 確 な 人 数 の 把 握 が 現 状 で き な い が ，

介 護 保 険 の 情 報 か ら 大 ま か な 人 数 を 把 握 し て い る 状 況 。  

    認 知 症 の 日 常 生 活 自 立 度 の ラ ン ク Ⅱ 以 上 の 方 （ 日 常 生 活 に 支

障 を 来 た す よ う な 認 知 症 の 方 ） で 人 数 の 把 握 を 行 っ て い る が ，

令 和 ３ 年 度 末 の 認 知 症 高 齢 者 数 は ６ 万  5,827人 ， 2025年 に は 11

万 2,000人 に 達 し ， ５ 人 に １ 人 が 認 知 症 と な る と 見 込 ん で い る 。  

(2) 認 知 症 の 方 や 家 族 へ の 支 援 内 容 に つ い て  

  ア  「 名 古 屋 市 認 知 症 の 人 と 家 族 が 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り

条 例 」 に つ い て       

   (ｱ) 条 例 制 定 ま で の 経 緯  

     平 成 29年 に 認 知 症 高 齢 者 に よ る 鉄 道 事 故 に 対 し て ， 鉄 道 会

社 が そ の 家 族 に 損 害 賠 償 請 求 し た 事 件 を き っ か け に ， 公 費 に

よ る 賠 償 責 任 保 険 契 約 な ど の 実 効 性 の あ る 条 例 を 制 定 す べ き

と の 議 会 か ら の 提 案 を 契 機 に 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 に 施 行 す る こ

と と な っ た 。  

   (ｲ) 条 例 の 概 要  

認 知 症 は 誰 も が な り 得 る 身 近 な 病 気 で あ る と い う 認 識 の も   

と ， 認 知 症 の 人 と 家 族 を は じ め ， 全 て の 市 民 が 安 心 し て 暮 ら

せ る ま ち ・ な ご や を 目 指 す こ と と し て い る 。 主 な 基 本 的 施 策

は ① 市 民 の 理 解 の 促 進 ② 認 知 症 の 予 防 と 早 期 発 見 の 推 進 ③ 医

療 ・ 介 護 提 供 体 制 の 充 実 ④ 事 故 の 防 止 及 び 救 済 ⑤ 地 域 に お け

る 相 談 支 援 の 充 実 ⑥ 権 利 擁 護 の 充 実 の ６ つ の 柱 を 各 事 業 に 位

置 づ け て 取 組 を 推 進 し て い る 。  

   イ  認 知 症 の 早 期 診 断 ・ 早 期 対 応 の 支 援 体 制 に つ い て  

上 記 ② の 取 組 の 一 つ と し て ， 認 知 症 の 疑 い の あ る 人 の 早 期 発

見 ・ 早 期 対 応 を 推 進 す る た め ， 早 期 に 適 切 な 関 係 機 関 に つ な げ

ら れ る よ う ， も の 忘 れ 検 診 を 令 和 ２ 年 １ 月 か ら 開 始 し た 。 認 知

症 と 診 断 さ れ て い な い 65歳 以 上 の 市 民 を 対 象 と し ， 医 師 会 の 協

力 を 得 て ， 市 内 約  550か 所 の 医 療 機 関 で 実 施 。 １ 人 当 た り の 検
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査 費 用   4,300円 の と こ ろ ， 自 己 負 担 は な く 受 診 い た だ け る 事

業 と し て い る 。 年 間 約  8,000人 に 受 診 い た だ い て い る が ， よ り

多 く の 方 に 受 診 い た だ け る よ う 周 知 が 課 題 と な っ て い る 。  

ま た ， 認 知 症 特 有 の 問 題 と し て ， 認 知 障 害 が 少 し 始 ま っ て い

る と 診 断 さ れ た 方 に ， 精 密 検 査 の 受 診 を 勧 め て も ， 治 ら な い 病

気 だ と 捉 え る 方 が 多 く ， 受 診 割 合 が 非 常 に 低 い 状 況 が 大 き な 課

題 。  

  ウ  医 療 ・ 介 護 サ ー ビ ス の 取 組 内 容 に つ い て  

   (ｱ) 認 知 症 初 期 集 中 支 援 チ ー ム  

     市 内 に 29か 所 あ る 「 い き い き 支 援 セ ン タ ー 」 （ 介 護 保 険 法

上 の 名 称 は 「 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 」 ） 全 て に 認 知 症 初 期 集

中 支 援 チ ー ム （ 認 知 症 サ ポ ー ト 医 ， 医 療 や 介 護 の 専 門 職 ） を

配 置 し ， 原 則 ６ か 月 程 度 を 一 つ の 目 安 と し て 医 療 機 関 の 受 診

や 介 護 サ ー ビ ス の 利 用 に つ な げ る 支 援 を 実 施 。  

   (ｲ) 認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー  

      認 知 症 の 専 門 医 療 機 関 「 認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー 」 と し て ，

医 療 相 談 ・ 鑑 別 診 断 ・ 症 状 悪 化 時 の 対 応 い た だ く 病 院 を ４ か

所 指 定 し て い る が ， 来 年 以 降 増 や す た め の 準 備 を し て い る 。  

   (ｳ) 認 知 症 対 応 モ デ ル 病 院 の 養 成  

     病 院 で の 認 知 症 の 方 の 手 術 や 処 置 等 の 適 切 な 実 施 の 確 保 を

目 的 に ， 認 知 症 患 者 を 適 切 に 受 け 入 れ る た め の 組 織 づ く り ，

院 内 マ ニ ュ ア ル の 作 成 や 研 修 会 を 実 施 し て ， 認 知 症 対 応 力 の

向 上 を 目 指 し て 実 施 。  

   (ｴ) は い か い 高 齢 者 お か え り 支 援 事 業  

     認 知 症 の 人 の 徘 徊 に よ る 事 故 防 止 の た め ， 地 域 の 協 力 を 得

て ， 徘 徊 さ れ て い る 方 を 早 期 に 発 見 す る 取 組 。 徘 徊 の 恐 れ の

あ る 方 の 情 報 を 登 録 し た 上 で ， そ の 方 が 行 方 不 明 と な っ た 場

合 に ， 行 方 不 明 者 と な っ た 方 の 身 体 的 特 徴 や 服 装 等 の 情 報 を

お か え り 支 援 サ ポ ー タ ー 注 ) 1や 協 力 事 業 者 に 対 し て メ ー ル で 配

信 し ， 情 報 提 供 を 依 頼 す る 支 援 事 業 。  
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     登 録 者 数 は ， 約  8,000人 ， メ ー ル 配 信 件 数 は 年 間 約  300件

程 度 で ま だ ま だ 少 な く ， 増 加 に 向 け た 取 組 を し て い る 状 況 。  

    注 １ ） お か え り 支 援 サ ポ ー タ ー と は  

       本 事 業 に 協 力 い た だ く 方 々 で ， 携 帯 電 話 等 の メ ー ル ア

ド レ ス を 登 録 い た だ き ， 捜 索 協 力 依 頼 メ ー ル を 受 け 取 っ

た 場 合 に ， 可 能 な 範 囲 で 捜 索 の た め の 情 報 提 供 に 協 力 い

た だ け る 方 の こ と 。  

 (ｵ) は い か い 高 齢 者 捜 索 シ ス テ ム 事 業  

    認 知 症 の 人 が 行 方 不 明 と な っ た 場 合 に ， そ の 人 を 捜 索 す る  

親 族 等 が 早 期 に そ の 位 置 情 報 を 把 握 す る こ と が で き る よ う ，

Ｇ Ｐ Ｓ を 活 用 し た 捜 索 シ ス テ ム 。 利 用 に 係 る 一 部 経 費 を 助 成

す る こ と に よ り 利 用 を 促 進 し ， 認 知 症 高 齢 者 等 の 事 故 を 未 然

に 防 止 す る と と も に ， そ の 親 族 等 の 身 体 的 及 び 精 神 的 負 担 の

軽 減 を 図 る こ と を 目 的 と し た 事 業 。  

   (ｶ) な ご や 認 知 症 の 人 お で か け あ ん し ん 保 険 事 業  

     認 知 症 の 人 が 起 こ し た 事 故 に つ い て ， 本 人 や そ の 家 族 に 課

さ れ る 賠 償 責 任 の 補 償 や 誰 も 賠 償 責 任 を 負 わ な い 事 故 の 場 合

に 支 払 わ れ る 給 付 金 の 支 給 を 内 容 と す る 補 償 制 度 で ， 令 和 ２

年 10月 か ら 実 施 。  

   (ｷ) い き い き 支 援 セ ン タ ー  

     高 齢 者 が い つ ま で も 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 生 活 で き る

よ う ， 保 健 師 ， 社 会 福 祉 士 ， 主 任 介 護 支 援 専 門 員 な ど の 専 門

職 が チ ー ム と な っ て ， 健 康 ・ 福 祉 ・ 介 護 な ど 様 々 な 面 か ら 高

齢 者 を 支 え る 機 関 で ， 市 内 29か 所 の セ ン タ ー と 16か 所 の 分 室

を 設 置 し て い る 。  

ま た ， 「 認 知 症 総 合 相 談 窓 口 」 と し て ， 認 知 症 に 関 す る 様

々 な 相 談 に 対 応 。 事 業 内 容 は ① 総 合 相 談 ・ 認 知 症 総 合 相 談 ②

要 介 護 状 態 に な る 恐 れ の あ る 方 へ の 支 援 ③ 要 支 援 認 定 者 に 対

す る 支 援 ④ 権 利 擁 護 ・ 虐 待 に 関 す る 相 談 ⑤ 認 知 症 の 人 を 介 護

す る 家 族 へ の 支 援 ⑥ 高 齢 者 の 孤 立 防 止 の た め の 見 守 り 支 援 員
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の 配 置 ⑦ 認 知 症 初 期 集 中 支 援 チ ー ム ・ 地 域 支 援 推 進 員 な ど を

実 施 。     

  エ   介 護 者 支 援 の 充 実 に つ い て  

   (ｱ) 認 知 症 の 家 族 教 室  

     認 知 症 に 関 す る 理 解 や 知 識 の 習 得 に 主 眼 を 置 き ， 専 門 職 の

方 か ら 介 護 方 法 な ど の 講 演 や 実 習 を 通 じ て 学 ん で い た だ く ほ

か ， 仲 間 づ く り や 介 護 経 験 者 と の 交 流 会 を ５ 回 の コ ー ス で 月

１ 回 程 度 実 施 。  

   (ｲ) 家 族 サ ロ ン  

     日 頃 の 介 護 の 悩 み や 不 安 を 話 し 合 う 交 流 会 や 情 報 交 換 な ど

を 家 族 の レ ス パ イ ト の 意 味 合 い も 持 ち な が ら ， 主 に 仲 間 づ く

り に 重 点 を 置 き ， 月 １ 回 程 度 実 施 。  

   (ｳ) 医 師 （ も の 忘 れ 相 談 医 ） の 専 門 相 談  

     認 知 症 の 医 療 的 な 相 談 と し て ， い き い き 支 援 セ ン タ ー に お

い て ， 認 知 症 の 方 や 家 族 の 不 安 を 解 消 す る た め ， 認 知 症 の 知

識 ， 症 状 ， 治 療 等 に つ い て 面 接 相 談 を 月 １ 回 程 度 実 施 。  

   (ｴ) 認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座  

     認 知 症 に 関 す る 普 及 啓 発 を 図 る た め ， 「 認 知 症 の よ き 理 解

者 」 で あ る 認 知 症 サ ポ ー タ ー を 養 成 す る た め の 講 座 を 随 時 開

催 。 コ ロ ナ 禍 で 受 講 者 が 減 少 し て い る が ， 累 計 で 15万  6,000

人 ほ ど の 方 に 受 講 い た だ い て い る 。  

(2) 認 知 症 サ ポ ー タ ー へ の 支 援 体 制 ， 活 躍 の 機 会 に つ い て  

  ア  主 な 経 緯 と 事 業 概 要  

   (ｱ) 平 成 19年 度  

     認 証 サ ポ ー タ ー の 養 成 を 開 始 。  

   (ｲ) 平 成 22年 度  

養 成 講 座 の 講 師 役 で あ る キ ャ ラ バ ン ・ メ イ ト の 養 成 を 開 始 。  

   (ｳ) 平 成 29年 度  

     認 知 症 サ ポ ー タ ー の 活 躍 の 場 を つ く っ て い く こ と を 目 的 に ，

各 区 の 認 知 症 専 門 部 会 で フ ォ ロ ー ア ッ プ を 取 り 組 む 必 須 事 業
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と し て 位 置 づ け 開 始 。  

  イ  事 業 概 要  

   (ｱ) キ ャ ラ バ ン ・ メ イ ト 養 成 研 修  

     認 知 症 サ ポ ー タ ー を 要 請 す る 「 認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 ｣

を 企 画 ・ 立 案 及 び 実 施 す る 「 キ ャ ラ バ ン ・ メ イ ト 」 を 要 請 す

る 研 修 を １ 日 ６ 時 間 程 度 の 研 修 を 年 １ 回 開 催 。  

   (ｲ) 認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座  

     地 域 や 職 域 に お い て 認 知 症 の 人 と 家 族 を 支 え る 認 知 症 サ ポ

ー タ ー を 養 成 す る 「 認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 」 を キ ャ ラ バ

ン ・ メ イ ト の 講 師 に 概 ね 90分 程 度 の 研 修 を 随 時 開 催 。 小 ・ 中

学 校 や 高 等 学 校 ， 大 学 な ど で も 授 業 時 間 に あ わ せ 60分 程 度 の

養 成 講 座 を 実 施 し て い る 。 講 座 修 了 者 に は ， 認 知 症 サ ポ ー タ

ー の 証 で あ る 「 オ レ ン ジ リ ン グ 」 を 交 付 。  

   (ｳ) 認 知 症 サ ポ ー タ ー の フ ォ ロ ー ア ッ プ  

     認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 の 受 講 者 に 対 し ， 認 知 症 に 関 す

る さ ら な る 学 習 や 具 体 的 な 活 動 へ の 参 加 に つ い て 考 え て い た

だ く 機 会 を 提 供 す る た め ， 認 知 症 サ ポ ー タ ー の フ ォ ロ ー ア ッ

プ を 行 う 。  

     各 区 に お け る 具 体 的 な 活 動 例 と し て ① 「 認 知 症 の 人 に や さ

し い お 店 」 の 登 録 ② 認 知 症 カ フ ェ の 開 設 ， 参 加 ③ 傾 聴 を 中 心

と し た 介 護 者 支 援 の 実 施 ④ 区 の 認 知 症 専 門 部 会 の 活 動 に 参 加

な ど が あ る 。  

  ウ  名 古 屋 市 の 特 徴 に つ い て  

    名 古 屋 市 版 の 認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 標 準 テ キ ス ト の 作 成

や 区 単 位 で 認 知 症 サ ポ ー タ ー の フ ォ ロ ー ア ッ プ を 実 施 す る 中 で ，

参 加 へ の 呼 び か け を 行 っ て い る 。  

  エ  今 後 の 課 題 と 展 望 に つ い て  

    認 知 症 サ ポ ー タ ー を 順 調 に 養 成 し て い る 中 ， 各 区 の フ ォ ロ ー

ア ッ プ の 中 で サ ポ ー タ ー の 活 動 支 援 を 行 っ て い る が ， 養 成 数 と

比 較 す る と ， 活 動 意 欲 の あ る サ ポ ー タ ー を 十 分 に 活 用 で き て い
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な い こ と に 加 え ， 活 動 意 欲 の あ る サ ポ ー タ ー の 把 握 に 苦 慮 し て

い る 。 認 知 症 予 防 リ ー ダ ー の 講 座 の 受 講 や 家 族 サ ロ ン で の 活 動

の 紹 介 も 行 っ て い る が ， な か な か そ こ ま で 至 ら な い 状 況 。  

    認 知 症 サ ポ ー タ ー と し て ， 基 礎 知 識 の み で あ っ て も 非 常 に 重

要 で あ る が ， は い か い 高 齢 者 お か え り 支 援 事 業 の メ ー ル ア ド レ

ス 登 録 な ど 協 力 い た だ き や す い 事 業 か ら ， サ ポ ー タ ー の 活 躍 の

機 会 に つ な げ て い く こ と が 大 き な 課 題 。  

    今 後 は ， チ ー ム オ レ ン ジ 注 ) 2の 設 置 を 含 め ， 活 動 意 欲 の あ る 認

知 症 サ ポ ー タ ー と 認 知 症 当 事 者 や 認 知 症 カ フ ェ 等 の 支 援 者 を つ

な げ る 仕 組 み の 検 討 し て い く 。  

     注 ） ２  チ ー ム オ レ ン ジ と は  

       で き る 範 囲 で 手 助 け を 行 う と い う 活 動 の 任 意 性 を 維

持 し つ つ ， 認 知 症 サ ポ ー タ ー 等 が 支 援 チ ー ム を つ く り ，

認 知 症 の 人 や そ の 家 族 の 支 援 ニ ー ズ に 合 っ た 具 体 的 な

支 援 に つ な げ る 仕 組 み 。        

(3) 関 係 機 関 等 と の 連 携 体 制 に つ い て  

  ア  各 種 関 係 機 関 等 と の 連 携 体 制 に つ い て  

   (ｱ) 認 知 症 専 門 部 会  

     認 知 症 に な っ て も 暮 ら し や す い 地 域 社 会 を 実 現 す る た め ，

多 職 種 の 連 携 を 強 化 し ， 地 域 の ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る と と

も に ， 認 知 症 の 人 や 家 族 の 支 援 に 関 す る 取 組 等 の 認 知 症 施 策

を 検 討 す る た め ， 各 区 に 設 置 し て い る 。 16区 計 で 年 間 約 60回

く ら い を 目 標 に 年 間 ３ 回 か ら ４ 回 程 度 開 催 し ， ネ ッ ト ワ ー ク

の 構 築 や ， 課 題 の 抽 出 ， 地 域 課 題 と い っ た 取 組 を 進 め て い る 。  

     区 に よ っ て 異 な る が ， 医 師 会 等 関 係 団 体 ， 民 生 委 員 ， 老 人

ク ラ ブ ， 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 ， Ｎ Ｐ Ｏ ， ボ ラ ン テ ィ ア 等 で 構

成 さ れ て い る 。  

     事 業 内 容 は ， 必 須 事 業 で あ る 認 知 症 サ ポ ー タ ー の フ ォ ロ ー

ア ッ プ （ フ ォ ロ ー ア ッ プ 講 座 開 催 ， ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 化

の 支 援 な ど ） の ほ か ， 任 意 事 業 と し て ① 認 知 症 に 関 す る 普 及
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啓 発 （ 講 演 会 ， シ ン ポ ジ ウ ム ， パ ン フ レ ッ ト ， 地 域 資 源 マ ッ

プ 等 ） ② は い か い 高 齢 者 お か え り 支 援 事 業 の 模 擬 訓 練 ③ 市 民

向 け ， 専 門 職 向 け 講 座 の 開 催 な ど を 実 施 。  

(4)  認 知 症 地 域 支 援 推 進 員 へ の 支 援 体 制 に つ い て  

  ア  認 知 症 地 域 支 援 推 進 員 に つ い て  

   (ｱ) 目 的  

     医 療 機 関 や 介 護 サ ー ビ ス 及 び 地 域 の 支 援 機 関 を つ な ぐ 支 援 や

認 知 症 の 人 や そ の 家 族 を 支 援 す る 相 談 業 務 等 を 行 う 「 認 知 症 地

域 支 援 推 進 員 」 を 認 知 症 相 談 支 援 セ ン タ ー 及 び い き い き 支 援 セ

ン タ ー に 配 置 し て い る  

   (ｲ) 認 知 症 相 談 セ ン タ ー の 事 業 概 要  

     ３ 人 の 人 員 を 配 置 し ， 主 に ７ つ の 事 業 を 実 施 し て い る 。  

     ① 市 域 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 体 制 の 構 築  

      認 知 症 者 を 支 援 す る 関 係 者 の 連 携 を 推 進 。  

     ② 認 知 症 者 の 支 援 に 関 す る 調 査 ・ 研 究  

     ③ 各 い き い き 支 援 セ ン タ ー に 配 置 さ れ た 認 知 症 地 域 支 援 推 進

員 等 に 対 す る 支 援  

      認 知 症 地 域 支 援 推 進 員 連 絡 会 及 び 認 知 症 初 期 集 中 支 援 チ ー

ム 員 連 絡 会 の 開 催 の ほ か ， 認 知 症 の 方 を 介 護 す る 家 族 支 援 事

業 の 実 績 管 理 を 実 施 。  

     ④ 認 知 症 に 関 す る 普 及 ・ 啓 発  

      イ ベ ン ト 等 の 情 報 の 集 約 及 び ウ ェ ブ サ イ ト へ の 掲 載 等 に よ

る 普 及 ・ 啓 発 や は い か い 高 齢 者 お か え り 支 援 事 業 の 名 古 屋 市

メ ー ル を 活 用 し た イ ベ ン ト 等 の 情 報 発 信 の ほ か ， 認 知 症 サ ポ

ー タ ー 養 成 研 修 に 関 す る 計 画 ・ 実 績 等 の 報 告 及 び キ ャ ラ バ ン

・ メ イ ト 養 成 研 修 の 開 催 を 実 施 。  

     ⑤ 認 知 症 カ フ ェ の 開 設 ・ 運 営 助 成 及 び 開 設 ・ 運 営 に 資 す る  

修 会 の 開 催  

     ⑥ 認 知 症 の 本 人 ミ ー テ ィ ン グ の 開 催  

     ⑦ そ の 他 市 域 に お け る 認 知 症 ケ ア 体 制 及 び 医 療 と の 連 携 体 制
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の 構 築 に 資 す る 取 組 等  

   (ｳ)  い き い き 支 援 セ ン タ ー の 事 業 概 要  

     各 セ ン タ ー に １ 人 （ 計 29人 ） の 人 員 を 配 置 し ， 主 に ２ つ の

事 業 を 実 施 し て い る 。  

     ① 認 知 症 の 方 を 支 援 す る 関 係 者 の 連 携 を 図 る た め の 事 業  

       認 知 症 専 門 部 会 の 運 営 や 地 域 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 体 制 の

構 築 ， 認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー と の 連 携 ・ 調 整 の ほ か ， 区

版 認 知 症 ケ ア パ ス の 作 成 ・ 普 及 等 。  

     ② 認 知 症 の 方 や 家 族 を 支 援 す る 事 業  

      認 知 症 の 人 を 介 護 す る 家 族 支 援 事 業 の 運 営 や 認 知 症 カ フ

ェ の 運 営 支 援 ， 認 知 症 の 人 と そ の 家 族 を 支 え る 地 域 資 源 の

把 握 ， 認 知 症 サ ポ ー タ ー の 活 動 支 援 の ほ か ， 認 知 症 の 方  

（ 若 年 性 認 知 症 を 含 む ） へ の 相 談 支 援 等 。  

(5) 認 知 症 カ フ ェ の 推 進 に つ い て  

    認 知 症 の 人 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 自 立 し た 生 活 が で き る よ う ， 仲

間 づ く り や 生 き が い 支 援 ， 介 護 す る 家 族 の 負 担 軽 減 ， 地 域 住 民 へ

の 啓 発 を 目 的 と す る 事 業 。 現 在 市 内 に は  226か 所 の 認 知 症 カ フ ェ

が 登 録 さ れ て お り ， う ち  214か 所 に 相 談 が で き る 専 門 職 が 配 置 さ

れ て い る が ， 登 録 箇 所 は こ こ 数 年 伸 び 悩 ん で い る 状 況 で 課 題 で あ

る と 認 識 。 開 設 や 運 営 に つ い て の 補 助 を 実 施 し て い る 。  

  ア  事 業 内 容  

   (ｱ) 登 録 事 業  

     市 内 に お け る 認 知 症 カ フ ェ を 把 握 し 「 な ご や 認 知 症 カ フ ェ ｣

と し て 登 録 。 登 録 カ フ ェ に は 認 知 症 カ フ ェ で あ る こ と が 分 か

る よ う ス テ ッ カ ー を 配 布 し て い る 。  

   (ｲ) 開 設 助 成  

     な ご や 認 知 症 カ フ ェ を 開 設 す る に あ た り ， １ か 所 に つ き ５

万 円 を 限 度 に 必 要 な 物 品 の 購 入 費 を 助 成 。 主 な 助 成 基 準 と し

て ① 月 １ 回 以 上 の 開 催 が で き ， １ 回 の 開 催 時 間 が 概 ね ２ 時 間

以 上 で あ る こ と ② 参 加 人 数 が ５ 人 以 上 あ る こ と ③ 専 門 職 を 配
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置 し て い る こ と な ど を 基 準 と し て い る 。  

   (ｳ) 運 営 助 成  

     な ご や 認 知 症 カ フ ェ を 運 営 す る に あ た り ， カ フ ェ の 実 施 回

数 に 応 じ た 金 額 を 助 成 し て お り ， 開 設 助 成 と 同 様 の 基 準 を 設

け て い る 。  

  イ  主 な 課 題 と 今 後 の 対 応 に つ い て  

   (ｱ) 認 知 症 カ フ ェ に お け る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 へ の 対 応  

     新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り ， 多 く の 認 知 症 カ

フ ェ が 再 開 で き て お ら ず ， カ フ ェ 同 士 の 横 の つ な が り も 難 し

く な っ て い る こ と が 課 題 と な っ て い る こ と か ら ， オ ン ラ イ ン

ツ ー ル を 活 用 し た 開 催 等 ， 新 し い 生 活 様 式 に 対 応 し た 認 知 症

カ フ ェ の 実 施 を 推 進 し て い く 。  

   (ｲ) 認 知 症 カ フ ェ 運 営 者 へ の 支 援 の 充 実  

     認 知 症 カ フ ェ の 開 設 及 び 運 営 助 成 を 実 施 し て い る が ， 各 助

成 の 申 請 件 数 は 登 録 カ フ ェ 数 に 比 べ て 少 な い こ と が 課 題 と な

っ て い る 。 認 知 症 カ フ ェ 運 営 者 に 対 し て ア ン ケ ー ト 調 査 を 実

施 し ， 現 時 点 に お け る 認 知 症 カ フ ェ の 現 状 や 課 題 を 把 握 す る

と と も に ， 現 状 ・ 課 題 を 踏 ま え た 運 営 支 援 を 今 後 検 討 ・ 実 施

す る 。  

 

－ 愛 知 県 名 古 屋 市 会 －  
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  ・ 愛 知 県 豊 田 市 （ こ ど も 発 達 セ ン タ ー に つ い て ）  

社 会 福 祉 法 人 豊 田 市 福 祉 事 業 団 豊 田 市 こ ど も 発 達 セ ン タ ー に よ

る 説 明  

 (1) こ ど も 発 達 セ ン タ ー の 概 要  

   障 害 の あ る 方 に 特 化 し た 社 会 福 祉 法 人 「 豊 田 市 福 祉 事 業 団 」 の

児 童 事 業 部 門 で あ り ， 豊 田 市 に お け る 地 域 療 育 シ ス テ ム の 中 核 施

設 と し て 1996年 ４ 月 に 開 設 さ れ た 。  

ア  設 立 の 経 緯  

    1989年 に 一 人 の 女 子 大 生 の 卒 業 論 文 （ 発 達 に 支 援 の 必 要 な 子

ど も た ち へ の サ ポ ー ト が 十 分 で は な い の で は な い か と い っ た 問

い か け ） が 市 に 提 出 さ れ た こ と を 受 け ， 豊 田 市 の 現 状 を 把 握 し

た 上 で 途 切 れ な い 支 援 体 制 が 必 要 だ と 考 え ， １ 年 後 に ５ 年 の 年

月 を か け て 豊 田 市 早 期 療 育 シ ス テ ム 構 想 を 策 定 し ， 豊 田 市 こ ど

も 発 達 セ ン タ ー （ 以 下 ， セ ン タ ー と い う ） が 設 立 さ れ た 。  

  イ  相 談 ・ 外 来 療 育 部 門  

   (ｱ) 外 来 療 育 事 業 「 あ お ぞ ら 」 ・ 「 お ひ さ ま 」  

     言 葉 の 発 達 に 遅 れ が あ る ， か ん し ゃ く が 強 い な ど 発 達 に 心

配 の あ る 子 ど も に 対 し て 週 １ 回 か ら ２ 回 親 子 で 一 緒 に 遊 ぶ こ

と で 発 達 を 促 す 事 業 。  

ま た ， 診 断 の 有 無 に か か わ ら ず ， 子 ど も の 発 達 に 心 配 が あ

っ た 場 合 に 気 楽 に 無 料 で 利 用 で き ， １ 歳 児 か ら ３ 歳 児 の 就 園

前 ま で の 子 ど も が 年 間 約  800組 の 親 子 が 通 園 し て い る 。 設 立

当 初 の  250人 前 後 か ら 最 大 利 用 は 約  900組 が 通 園 し ， ２ 歳 児

だ と 約 12人 か ら 13人 に １ 人 が あ お ぞ ら に 通 園 す る よ う な 市 民

に と っ て 身 近 な 施 設 と な る 。  

   (ｲ) 外 来 療 育 事 業 「 わ く わ く 」  

     ダ ウ ン 症 や 重 症 心 身 障 害 児 な ど 診 断 さ れ て 間 も な い ， 健 康

に 配 慮 が 必 要 で ， 未 歩 行 の 子 ど も に 対 し て ， 月 ２ 回 親 子 で 一

緒 に 遊 ぶ こ と を 通 じ て 発 達 を 促 す ０ 歳 か ら 通 園 で き る 事 業 。  

     病 院 か ら 退 院 す る と 「 の ぞ み 診 療 所 」 の 小 児 神 経 科 医 に 紹
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介 状 が 届 き ， 診 察 後 「 わ く わ く 」 グ ル ー プ に 参 加 を す る こ と

で ， 地 域 で の 仲 間 づ く り や 発 達 に 必 要 な 支 援 を 地 域 で 即 座 に

受 け る こ と が で き る 仕 組 み に な っ て い る 。  

   (ｳ) 障 が い 児 相 談 支 援 事 業 「 オ ア シ ス 」  

     通 園 施 設 部 門 に 通 う 子 ど も や 家 族 を 中 心 に 様 々 な 困 り 事 や

悩 み を 聞 き ， 障 が い 児 支 援 利 用 計 画 を 作 成 す る 。  

  ウ  診 療 部 門  

   (ｱ) 診 察 「 の ぞ み 診 療 所 」  

     診 察 ・ 検 査 ・ 各 種 個 別 療 法 な ど を 通 し て ， 発 達 に 心 配 の あ

る 子 ど も や 家 族 を 支 援 す る 医 療 施 設 。  

      発 達 に 関 す る 疾 患 の 診 察 を 行 う ほ か ， 薬 の 処 方 ， 検 査 （ 血

液 ， 尿 ， 脳 波 ， Ｘ 線 ， 超 音 波 ， 聴 力 ， 心 電 図 ， 心 理 ・ 発 達 ）

を 行 い ， ま た ， 通 園 時 の 栄 養 相 談 な ど の 健 康 管 理 も 実 施 す る 。   

児 童 精 神 科 医 師 は ， 常 勤 医 が 医 師 ２ 人 ， 非 常 勤 が ８ 人 ， 小

児 神 経 科 医 師 も 常 勤 医 が ２ 人 ， 非 常 勤 が ３ 人 ， 小 児 整 形 外 科

医 師 は 常 勤 医 が １ 人 ， 非 常 勤 が ４ 人 ， 泌 尿 器 科 医 師 と 耳 鼻 科

医 師 が 非 常 勤 そ れ ぞ れ １ 人 ず つ ， 障 害 児 歯 科 医 師 は 常 勤 医 が

１ 人 ， 非 常 勤 が ３ 人 の 体 制 が と ら れ て い る 。  

０ 歳 か ら 18歳 未 満 の 子 ど も た ち で ， 障 害 に 特 化 し た 医 療 を

行 い ， 地 域 の 医 師 会 と の 協 定 で ， 地 域 の 小 児 科 医 や 整 形 外 科

が で き る 診 療 は セ ン タ ー で 行 わ な い こ と で ， す み わ け を し て

い る 。  

   (ｲ) 個 別 療 法  

     発 達 に 何 ら か の 支 援 が 必 要 な 子 ど も に 対 し て ， 総 合 的 な 発

達 を 促 す た め に ， 医 師 の 指 示 の 下 に ， 医 学 的 リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン を 行 う 。  

     ① 理 学 療 法 （ 運 動 発 達 に 遅 れ の あ る 子 ど も の 市 政 の 取 り 方

や 移 動 の 仕 方 に 関 す る 支 援 ） ② 作 業 療 法 （ 発 達 に 遅 れ の あ る

子 ど も の 身 の 回 り の こ と や 周 囲 の 人 や 物 と の 関 わ り に 関 す る

支 援 ） ③ 言 語 聴 覚 療 法 （ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 支 援 が 必 要 な
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子 ど も に 対 し ， 聴 こ え や 言 葉 の 発 達 を 促 す ） ④ 心 理 療 法 （ 相

談 ・ プ レ イ セ ラ ピ ー 等 を 通 し て ， 子 ど も の 心 身 の 発 達 を 促 す

と と も に ， 家 族 へ の 子 育 て 支 援 を 行 う 。 ）  

  エ  通 園 部 門  

個 々 の 子 ど も に 適 し た 場 に 日 々 通 っ て も ら い ， 医 療 ・ 各 種 個

別 療 法 ・ 日 常 生 活 支 援 な ど の 総 合 的 療 育 を 通 し て ， 発 達 を 促 す 。  

   (ｱ) 「 ひ ま わ り 」 （ 単 独 通 園 ， 定 員 50人 ）  

     言 葉 や 遊 び ， 基 本 的 生 活 習 慣 な ど に 支 援 の 必 要 な 知 的 障 害

や 発 達 障 害 の あ る ３ 歳 か ら 就 学 前 の 子 ど も が 単 独 で バ ス で 通

い ， 小 集 団 で 複 数 の 先 生 た ち と 一 緒 に 発 達 を 促 し て い る 。  

   (ｲ) 「 な の は な 」  

     ① 「 な の は な グ ル ー プ 」 （ 家 族 通 園 ， 定 員 10人 ）  

      ０ 歳 か ら 就 学 前 の 難 聴 幼 児 と 発 達 障 害 児 が 保 護 者 と 一 緒

に 通 う が ， 地 域 の 園 に 就 園 後 も 保 育 園 や 幼 稚 園 に 言 語 聴 覚

士 が 出 向 き ， 補 聴 器 の 調 整 や サ ポ ー ト 方 法 を 保 育 士 等 に ア

ド バ イ ス す る 保 育 所 等 訪 問 支 援 事 業 等 も あ わ せ て 実 施 し て

い る 。  

     ② 「 ち ょ う ち ょ ・ と ん ぼ グ ル ー プ 」 （ 家 族 通 園 ， 定 員 20人 ) 

      言 葉 や 対 人 関 係 の 発 達 に 支 援 の 必 要 な ２ ， ３ 歳 児 が 保 護

者 と 一 緒 に 通 う 。 母 親 が 子 ど も と １ 対 １ で 毎 日 通 う た め ，

母 親 の 負 担 が あ る も の の ， し っ か り と し た 母 子 関 係 を つ く

る た め ， １ 年 間 限 定 で 実 施 し て い る 。 毎 年 ， 10組 の 親 子 は

地 域 の 園 に 就 園 し ， 半 数 は 「 ひ ま わ り 」 へ １ 人 で バ ス で 通

う 流 れ と な っ て い る 。  

   (ｳ) 「 た ん ぽ ぽ 」 （ 家 族 通 園 ， 定 員 40人 ）  

     か ら だ や 手 足 の 運 動 機 能 の 発 達 に 支 援 の 必 要 な ０ 歳 か ら 就

学 前 の お 子 さ ん が ， 保 護 者 と 一 緒 に 通 う 。  

ダ ウ ン 症 や 肢 体 不 自 由 児 ， 重 症 心 身 障 害 児 等 が 通 う 「 わ く

わ く 」 を 経 て ， 毎 日 通 園 し て も 健 康 に 問 題 な い と 判 断 さ れ る

と ， 毎 日 通 園 す る 「 た ん ぽ ぽ 」 に 家 族 で 通 園 し ， 子 ど も の わ
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ず か な 反 応 を 支 援 者 が 酌 ん で ， 子 ど も に 様 々 な 経 験 を 積 め る

よ う な 支 援 も し て い る 。  

   (ｴ) 保 育 所 等 訪 問 支 援 事 業 「 そ よ か ぜ 」  

     通 園 部 門 に 通 う 子 ど も を 中 心 に ， こ ど も 園 な ど で 安 心 し て

生 活 で き る よ う 専 門 的 な 支 援 を 行 う 。  

(2)  開 設 26年 目 の こ れ ま で の 取 組 概 要 ， 特 徴 ， 地 域 療 育 シ ス テ ム の

整 備 状 況 の 評 価 に つ い て  

  ア  対 象  

    西 三 河 北 部 障 害 保 健 福 祉 圏 域 （ 豊 田 市 ・ み よ し 市 ） の 18歳 未

満 の 発 達 に 心 配 の あ る 全 て の 子 ど も と 家 族 。 約 75,000人 の 子 ど

も の う ち ， 約 １ 割 が 利 用 し て い る 。  

  イ  理 念  

    子 ど も と 家 族 を 主 体 と し て ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 社 会 の 実 現

を 掲 げ ， 発 達 に 支 援 が 必 要 な 子 ど も た ち ， 障 害 の あ る 子 ど も た

ち が 安 心 し て 健 や か に 育 ち ， 暮 ら せ る 社 会 を 豊 田 市 で 実 現 す る

こ と を 理 念 と し て い る 。 そ の た め の ３ つ の 柱 と し て ① 発 達 支 援

② 家 族 支 援 ③ 地 域 支 援 を 掲 げ ， 子 ど も の 発 達 の 支 援 ， 祖 父 母 も

含 め た 家 族 全 体 の 支 援 ， そ し て 子 ど も た ち が 地 域 の 一 員 と し て

安 心 し て 暮 ら せ る よ う ， 地 域 の 支 援 者 を 間 接 的 に 支 援 す る こ と

を 目 指 し て い る 。  

  ウ  特 徴  

  (ｱ) 一 元 化 と ワ ン ス ト ッ プ  

セ ン タ ー を 利 用 す れ ば 必 要 な 専 門 知 識 も 得 ら れ ， 様 々 な 手  

段 を と る こ と が で き る よ う な ワ ン ス ト ッ プ 機 能 を つ く っ て き

た 。  

  (ｲ) 早 期 支 援 シ ス テ ム （ い つ か ら で も 専 門 的 支 援 へ ） の 構 築  

  (ｳ) 関 係 機 関 と の 相 互 補 完 的 な 緊 密 な 連 携  

     セ ン タ ー で は で き な い ， よ り 専 門 的 な 機 関 と 密 に 関 係 を と

り ， 相 互 補 完 的 に 連 携 を 図 っ て き た 。  

  エ  近 年 の 取 組 概 要  
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  (ｱ) 家 族 の 生 活 ス タ イ ル の 多 様 化 や 就 園 時 期 の 早 期 化 へ の 対 応  

     母 親 と し て ， 仕 事 も 続 け た い ， 女 性 の 自 己 実 現 を し た い と

き に ， 子 ど も 園 や 保 育 園 ， 幼 稚 園 で ， 重 度 の 障 害 の あ る 子 ど

も た ち で も サ ポ ー ト す る 仕 組 み を 保 育 課 と 協 働 で 実 施 し て い

る 。  

  (ｲ) 外 国 に ル ー ツ を 持 つ 子 ど も た ち へ の 対 応  

(3) 関 係 機 関 と の 連 携 に つ い て  

  ア  児 童 の 療 育 ・ 保 育 ・ 教 育 等 に 携 わ る 関 係 機 関 と の 連 携 及 び 教

育 シ ス テ ム 内 の 支 援 体 制 に つ い て  

    顔 の 見 え る 連 携 は ， 密 な 連 携 と な る が 個 人 に 紐 づ い て い る た

め ， 異 動 な ど に よ り ， そ の 仕 組 み が う ま く 機 能 し な く な っ て し

ま う こ と が あ る 。 そ の た め ， 会 議 体 に よ る 会 議 を 有 効 に 使 い ，

サ ポ ー ト す る 仕 組 み を つ く り 上 げ て い る 。  

    ０ 歳 か ら 就 学 ま で は 豊 田 市 心 身 障 が い 児 早 期 療 育 推 進 委 員 会

に よ り ， 就 学 後 か ら 15歳 ま で は 豊 田 市 特 別 支 援 連 携 協 議 会 に よ

り 支 援 を 行 い ， そ れ ぞ れ の 事 務 局 同 士 も 連 携 し ， 調 整 ， 会 議 を

開 き ， 支 援 の 仕 組 み が 途 切 れ な い よ う な 体 制 を と っ て い る 。 ま

た ， 15歳 以 降 は 地 域 自 立 支 援 協 議 会 ， 障 害 福 祉 課 に お い て 支 援

を 行 う こ と で 途 切 れ な い 仕 組 み づ く り を 行 っ て い る 。  

  イ  地 域 機 関 （ 医 療 機 関 ・ 養 護 施 設 等 ） と の 連 携 に つ い て  

  (ｱ) セ ン タ ー 内 に 診 療 所 を 併 設 。 通 園 部 門 ， 相 談 部 門 と の 連 携  

     ス タ ッ フ 同 士 で 常 に 連 携 を 行 う こ と が で き る 関 係 に あ る 。  

  (ｲ) 各 専 門 機 関 医 療 機 関 と の 連 携  

     セ ン タ ー に は 入 院 を す る シ ス テ ム が な く ， 18歳 以 降 に 支 援

す る 医 療 が な い た め ， 地 域 の 入 院 が で き る 病 院 と の 連 携 や 18

歳 以 降 で 診 療 し て も ら え る 精 神 科 医 療 と の 連 携 と い う も の を

密 に し て い る 。  

  (ｳ) 三 機 関 合 同 障 が い 児 医 療 ・ 療 育 に 関 す る 勉 強 会  

      豊 田 市 に あ る ２ つ の 大 き な 病 院 の 小 児 科 医 と セ ン タ ー の 小

児 科 医 に よ る 勉 強 会 を 年 に ２ 回 実 施 し ， 情 報 交 換 を 行 っ て い
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る 。  

  ( ｴ )  養 護 施 設 か ら 発 達 支 援 に 関 す る 連 携 を 求 め ら れ た 場 合 に 対

応       

(4) 巡 回 療 育 相 談 に つ い て  

園 の 先 生 か ら 要 望 を 受 け て 行 う 巡 回 療 育 相 談 が 年 間 550ケ ー ス  

程 度 ， 年 々 増 加 し て お り 今 年 度 は  600ケ ー ス ， 延 べ  550人 か ら  

600人 の 担 当 職 員 総 出 に よ り ， 園 や 子 ど も 園 ， 幼 稚 園 を 巡 回 し て い

る 。    

時 期 は 前 期 ５ 月 中 旬 か ら ７ 月 中 旬 ， 後 期 10月 中 旬 か ら 12月 中 旬

に 実 施 。  

(5) 各 種 ボ ラ ン テ ィ ア の 募 集 状 況 に つ い て  

市 の 広 報 や 機 関 誌 （ 年 に １ 度 発 行 ） で 募 集 し ， 昨 年 度 実 績 は 年

間 延 べ 1,171人 の ボ ラ ン テ ィ ア の 協 力 を い た だ い て い る 。  

(6) 現 状 の 課 題 及 び 解 決 策 に つ い て  

   ア  発 達 障 害 児 の 初 診 待 機 期 間 の 長 期 化  

    初 診 の 前 か ら 支 援 を 開 始 し ， 適 切 な 初 診 時 期 の 調 整 や 平 均 待

期 期 間 の 調 整  

  イ  専 門 医 ， 幼 児 期 の 療 育 関 連 事 業 所 の 不 足  

    専 門 医 や 療 育 関 連 事 業 所 に つ い て も ， 外 来 療 育 グ ル ー プ を 設

置 し ， １ 歳 児 か ら 就 園 ま で を 対 象 と し た 市 の 単 独 事 業 や ニ ー ズ

の 高 ま り に 応 じ て キ ャ パ シ テ ィ ー を 拡 大 す る こ と で 支 援 の 滞 り

を 回 避 し て き た 。 現 在 利 用 時 の 上 限 は な く ，  800人 が 利 用 。  

  ウ  保 育 所 等 に 入 所 す る 障 害 児 の 増 加 と そ れ に 伴 う 混 乱  

  (ｱ) 医 療 的 ケ ア 児 や 重 症 児 保 育 の 実 施  

保 育 園 を 利 用 す る 医 療 的 ケ ア 児 や 重 症 児 へ の サ ポ ー ト 方 法

を 現 在 検 討 中 。  

   (ｲ) 地 域 園 に 看 護 師 を 配 置  

   (ｳ) 派 遣 保 育 士 制 度 の 導 入  

保 育 士 が 医 療 的 ケ ア 児 や 重 症 児 の 保 育 や 支 援 が で き る よ う ，

セ ン タ ー に 保 育 士 が １ 年 間 派 遣 さ れ ， セ ン タ ー の 医 療 や 療 育
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を 学 ん で も ら い ， そ の 知 識 を 地 域 園 に 持 ち 帰 っ て も ら い ， 医

療 的 ケ ア 児 の 保 育 に マ ン ツ ー マ ン で 支 援 を す る 仕 組 み を 整 え

て い る 状 況 。  

  (ｴ) 専 門 ス タ ッ フ に よ る 園 訪 問  

理 学 療 法 士 ， 作 業 療 法 士 ， 「 た ん ぽ ぽ 」 の 療 育 ス タ ッ フ が 園

に 出 向 き ， 園 で 行 う こ と が で き る 発 達 支 援 を 保 育 士 と 情 報 交 換

を 行 い ， 連 携 を 図 っ て い る 。  

  エ  小 中 学 校 に お け る 特 別 支 援 教 育 対 象 児 の 増 加 と 支 援 体 制 の 遅

れ  

  (ｱ) 青 少 年 相 談 セ ン タ ー パ ル ク 豊 田 と の 連 携  

  (ｲ) 教 職 員 向 け 研 修 の 実 施  

  (ｳ) 豊 田 市 特 別 支 援 教 育 連 携 協 議 会  推 進 委 員  

  (ｴ) 小 中 学 校 へ の 訪 問 相 談  

     セ ン タ ー へ の 相 談 が 困 難 な 方 に 対 し て は ， セ ン タ ー か ら 出

向 き ， 慣 れ 親 し ん で い る 学 校 で 面 接 す る 方 法 で ， セ ン タ ー と

何 と か つ な が っ て い た だ け る よ う に 対 応 。  

   

－ 豊 田 市 子 ど も 発 達 セ ン タ ー －  

 

 

 

 

 

 

 

７  そ の 他  

  特 に な し  

８  実 施 結 果 に 対 す る 所 感 ， 意 見 等  

  視 察 等 個 別 部 分 報 告 書 の と お り  
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視 察 等 個 別 部 分 報 告 書  作 成 者 氏 名  内 藤  美 貴 子  

１  視 察 （ 研 修 ・ 視 察 研 修 ） の 実 施 名 称 （ テ ー マ ）  

厚 生 委 員 会 行 政 視 察  

２  実 施 結 果 に 対 す る 所 感 ， 意 見 等  

（ 質 疑 ・ 意 見 交 換 し た 内 容 ， 今 後 の 市 政 に 生 か す べ き 点 等 ）  

・ 兵 庫 県 尼 崎 市 （ ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 の 取 組 に つ い て ）  

祖 父 母 や 父 母 、 兄 弟 な ど へ の 介 護 や 看 護 等 、 日 常 生 活 の 中 で 世 話 を

し て い る 子 ど も の ヤ ン グ ケ ア ラ ー が 近 年 、 大 き な 社 会 問 題 と な っ て い

る 。 そ れ は 、 本 人 や 家 族 の 自 覚 が な く 、 周 囲 も 気 付 き に く い こ と か ら

表 面 化 し に く い と い わ れ て い る 。 こ う い っ た 現 状 か ら 、 兵 庫 県 で は 全

国 に 先 駆 け て ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 の 取 組 を 行 っ て お り 、 中 で も 、 先 進

的 な 取 組 を 行 っ て い る 尼 崎 市 を 視 察 さ せ て い た だ い た 。  

ア ン ケ ー ト 調 査 の 考 え 方 や 実 施 方 法 、 公 共 施 設 の 壁 に 「 ヤ ン グ ケ ア

ラ ー 」 に つ い て 啓 発 す る 動 画 作 成 、 ヤ ン グ ケ ア ラ ー 当 事 者 の 語 り 合 う

機 会 や 相 談 の 場 で あ る ピ ア サ ポ ー ト 事 業 な ど 、 様 々 な 取 組 が 大 変 参 考

に な っ た 。  

中 で も 、 ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 の た め 、 支 援 が 必 要 な 家 庭 に ホ ー ム ヘ

ル パ ー を 派 遣 す る と い う 事 業 は 、 子 ど も の 家 事 負 担 の 軽 減 を 図 る こ と

が で き る 。 こ の よ う な 家 事 、 育 児 に 困 っ て い る 家 庭 へ の 訪 問 支 援 の 取

組 ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 の 鍵 で あ る と 認 識 し た 。 今 後 、 調 布 市 で も 実 現

に 向 け て 取 り 組 ん で い き た い 。  

 

・ 愛 知 県 名 古 屋 市  (認 知 症 に 関 す る 取 組 に つ い て ) 

名 古 屋 市 で は 、 「 認 知 症 に な っ て も 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち  な ご

や 」 を 目 指 し 、 先 進 的 な 取 組 を 行 っ て い る 。  

「 認 知 症 初 期 集 中 支 援 チ ー ム 」 は 、 認 知 症 の 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 の

た め に 医 療 や 介 護 等 の 連 携 に よ る 専 門 チ ー ム で 、 こ れ は 国 の 施 策 に よ

る も の で 調 布 市 で も 配 置 を さ れ て い る 。 し か し 、 名 古 屋 市 で は 、 「 認

知 症 地 域 支 援 推 進 員 」 が 配 置 を さ れ 、 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 関 係 者 等 、 地

域 の 支 援 機 関 の 連 携 強 化 等 が 実 施 さ れ て い る 。 い わ ば 、 コ ー デ ィ ネ ー
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タ ー 的 な 役 割 を 担 っ て お り 、 今 後 の 認 知 症 施 策 に は 大 変 重 要 な 施 策 で

あ る と 考 え 、 今 後 、 取 り 組 ん で い き た い 。  

「 は い か い 高 齢 者 お か え り 支 援 事 業 」 は 、 認 知 症 の 徘 徊 に よ る 行 方

不 明 者 が 早 期 発 見 で き る よ う 、 行 方 不 明 に な っ た 際 に 警 察 や サ ポ ー タ

ー 、 協 力 事 業 者 等 に メ ー ル が 配 信 さ れ る 仕 組 み で あ る 。 ま た 、 Ｇ Ｐ Ｓ

機 能 が あ る 機 器 の 補 助 事 業 も 行 っ て い る と の こ と 。 こ れ ら の 、 徘 徊 高

齢 者 の 早 期 発 見 の 取 組 は 、 調 布 市 で も か ね て か ら 要 望 し て き た も の

で 、 今 後 も 早 期 実 現 に 向 け て 取 り 組 ん で い き た い 。  

認 知 症 の 人 が 事 故 を 起 こ し た 時 に 備 え る た め の 保 険 事 業 が あ り 、 賠

償 補 償 制 度 で 保 険 料 は 無 料 と な っ て い る 。 こ う し た 認 知 症 徘 徊 高 齢 者

に よ る 事 故 の 防 止 ・ 救 済 を す る と い う 取 組 は 大 変 参 考 に な っ た 。  

認 知 症 サ ポ ー タ ー の 養 成 は 、 調 布 市 で も 積 極 的 に 養 成 講 座 を 開 催 し

て い る が 、 認 知 症 サ ポ ー タ ー に な っ て も 、 そ の 後 の 具 体 的 な 活 動 へ と

つ な が っ て い な い の が 現 状 で あ る 。 名 古 屋 市 で は 、 養 成 講 座 の 受 講 者

に 対 し 、 認 知 症 に 関 す る 更 な る 学 習 や 具 体 的 な 活 動 へ の 参 加 に つ い て

考 え る 機 会 を 提 供 す る た め の フ ォ ロ ー ア ッ プ が 行 わ れ て い る 。 活 動 例

と し て は 、 認 知 症 カ フ ェ の 開 設 や 参 加 、 傾 聴 を 中 心 と し た 介 護 支 援 の

実 施 、 認 知 症 専 門 部 会 の 活 動 に 参 加 等 が 挙 げ ら れ て い る 。 名 古 屋 市 で

も 、 養 成 数 に 対 し て 十 分 な 活 用 が で き て い な い と い っ た 課 題 が あ る よ

う だ が 、 調 布 市 で も 、 ま ず は 、 こ う し た サ ポ ー タ ー の フ ォ ロ ー ア ッ プ

の 取 組 が 実 施 で き る よ う 働 き か け て い き た い 。  

他 に も 認 知 症 へ の 総 合 的 な 支 援 を 学 ぶ こ と が で き た が 、 こ う し た 取

組 は 、 条 例 が 制 定 さ れ て か ら 様 々 な 取 組 が 開 始 さ れ た と の こ と 。 調 布

市 で も 、 改 め て 認 知 症 の 人 と 家 族 が 安 心 し て 暮 ら せ る た め の 条 例 制 定

が 必 要 不 可 欠 で あ る と 認 識 し た 。  

 

・ 愛 知 県 豊 田 市  (こ ど も 発 達 セ ン タ ー に つ い て ) 

こ ち ら の こ ど も 発 達 セ ン タ ー が 開 設 さ れ て 26 年 目 と な る そ う だ

が 、 そ の き っ か け に な っ た の が 、 女 子 大 生 の 卒 業 論 文 だ っ た そ う で 、

「 小 さ い こ ろ に 言 葉 だ と か 発 達 の 遅 れ を 発 見 さ れ て も サ ポ ー ト が 足 り
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な い 」 と い う 内 容 だ っ た と の こ と 。  

そ こ で 、 「 支 援 が 途 切 れ る こ と の な い よ う な 支 援 を し て い き た い 」

と 、 翌 年 に は 医 療 ・ 福 祉 等 の 関 係 者 と 協 議 し て 構 想 が で き 、 「 こ ど も

発 達 セ ン タ ー 」 が 完 成 し た と の こ と だ っ た 。 こ う し た 背 景 が あ っ た か

ら こ そ 、 ‟こ こ に 来 れ ば 何 で も 解 決 で き る 場 所 “ と い わ れ る 所 以 が あ

っ た の だ と 思 っ た 。  

ま ず 、 相 談 に 関 し て は 、 発 達 障 害 の 子 ど も に 限 ら ず 、 心 配 が あ れ ば

誰 で も 気 軽 に 相 談 が 受 け ら れ る よ う な 体 制 に し て い る と 伺 い 、 ま ず 垣

根 を 取 っ 払 う と い う 点 が 非 常 に 大 切 で あ り 、 ま た そ こ か ら 支 援 に 繋 げ

て い く と い う 取 組 が 大 変 参 考 に な っ た 。  

ま た 、 セ ン タ ー 内 に は 、 診 療 所 が 設 け ら れ て お り 診 察 ・ 検 査 ・ 各 種

個 別 療 法 な ど の 支 援 を 行 っ て い る 。 そ の 中 で 、 小 さ い こ ろ か ら の 口 腔

ケ ア が 大 切 だ と し て 、 小 児 歯 科 も あ る 。 子 ど も が 楽 し く 通 院 で き る よ

う に 院 内 の 雰 囲 気 や 診 療 方 法 に も 工 夫 を 凝 ら し て い る 。 調 布 市 の 発 達

セ ン タ ― 内 に 診 療 所 を 設 け る と い う の は ハ ー ド ル が 高 い よ う に 思 う

が 、 こ う し た 医 療 と の 連 携 が 必 要 だ と 認 識 し た 。  

さ ら に 、 保 育 所 等 訪 問 支 援 事 業 と い う の が あ っ て 、 保 育 園 や 幼 稚 園

に 出 向 い て 、 保 育 士 や 幼 稚 園 の 先 生 に 補 聴 器 の 使 い 方 だ と か を 教 え て

い る そ う で 、 こ う い っ た サ ポ ー ト 体 制 は 大 変 参 考 に な っ た 。  

 

３  そ の 他 （ 今 後 の 課 題 ・ 調 査 研 究 す べ き テ ー マ 等 ）  

今 回 、 視 察 を さ せ て い た だ い た 発 達 セ ン タ ー に つ い て 、 就 学 前 か ら

就 学 後 の 切 れ 目 の な い 支 援 、 医 療 や 福 祉 と の 連 携 体 制 な ど 、 総 合 的 な

支 援 体 制 の 充 実 が 図 ら れ て い る 点 を 学 ば せ て い た だ い た 。 な る べ く 早

い 時 期 に 、 調 布 市 の 取 組 を 今 一 度 確 認 す る 機 会 を 持 っ て 、 調 布 市 で 取

り 入 れ る こ と が で き る の か 、 で き な い と し た ら 課 題 が 何 な の か を 確 認

し て い き た い 。  
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視察等個別部分報告書 作成者氏名 大野 祐司 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

令和４年度厚生委員会行政視察 

（１）兵庫県尼崎市  ～ヤングケアラー支援の取組について 

（２）愛知県名古屋市 ～認知症に関する取組について 

（３）愛知県豊田市  ～こども発達センターについて 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

（１）兵庫県尼崎市～ヤングケアラー支援の取組について 

 兵庫県は全国でも進んでヤングケアラー問題に取り組んでいる自治体で

あり、尼崎市も大阪に隣接する工業地帯を抱えており、高所得者が少なく、

ヤングケアラー問題が発生しやすい。平成 30 年度から取組を始め、令和３

年度には子どもの家事手伝いに関するアンケート調査を実施、令和４年度か

らは具体的な支援事業に取り組んでいる。調布市の方が尼崎市より貧困世帯

の割合は低いと思われるが、ヤングケアラーについては実態がつかめていな

いことに加え、児童虐待やネグレストと比べるとヤングケアラーは外部から

の把握や介入が難しい。本市では、今年度の補正予算でアンケートの実施が

ようやく行われる見込みであり、速やかに対応が必要と感じた。 

尼崎市では、ヤングケアラーは、高齢者の介護をしている生徒より、自身

の両親や年少の兄弟の面倒を見ている生徒の方が多い。（これが調布にも当

てはまるのかもしれない。）これから行う調布市のアンケート調査でも、ケ

ア対象者となる部分に留意して質問事項を作る必要があると思う。 

今回視察した「あまがさき・ひと咲きプラザ」の施設は、元私立大学の施

設だったものを寄付されたもので、子どもに関する多くの施設が集約されて

いる。児童虐待防止、発達障害対応、青少年の居場所づくりといった事業が

同一拠点内にあり、関係機関が有機的に連携しているのは合理的と感じた。 

 

（２）愛知県名古屋市～認知症に関する取組について 

 日本は全体的に高齢化が進み、認知症対策が課題となっている。名古屋市



は広大であるため地域間格差があり、認知症対策にも地区により施策が異な

る。令和２年４月、名古屋市認知症の人と家族が安心して暮らせるまちづく

り条例を制定し、認知症サポーターを養成し、もの忘れ検診で早期発見、は

いかい高齢者おかえり支援事業など多種多様な施策を実施している。 

 名古屋市は認知症検診を無償にし、所得の低い地域の検診の受診率を向上

させている。市内の協力医療機関は令和４年 10 月時点で約 550 か所にも及

び、市内に 29 か所の「いきいき支援センター（介護保険法上の名称は、地

域包括支援センター）」を設置し、認知症の方が街中で暮らせていけるよう

な取組を行っている。 

  

（３）愛知県豊田市～豊田市こども発達センターについて 

 豊田市こども発達センターでは、発達に問題があるこどもの支援に関する

全ての事業が、一か所で包括的におこなっている。特に医師および歯科医師

が５～６人程度常駐しているということは、トヨタのおひざ元と実感した。 

センターでは市内の障害児歯科の研修を行うなど、単なる医療施設にとど

まらずこども向け地域医療の拠点としても機能している。設立にあたって

は、地域の医師会と協定を結び、施設の診療対象を発達支援対象の子どもに

限定し、診療内容も明確にすみわけすることで実現した。 

この施設は、規模、体制、支援内容等全てにおいて、最高水準の素晴らし

いものでした。 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

（１）兵庫県尼崎市～ヤングケアラー支援の取組について 

 調布市で今年度行われるアンケート結果と尼崎の今までのアンケート実

績を照らし合わせ、検討できると思う。 

調布市でも早くヤングケアラーへのサポート事業を始めていくべきだと

思います。 

 

（２）愛知県名古屋市～認知症に関する取組について 

名古屋市の行っている事業のうち、「なごや認知症の人おでかけあんしん

保険事業」は調布市でも実施した方がよい。「なごや認知症カフェ事業」は、



本市のひだまりサロンで吸収できるのか検討するべき。（認知症に特化しな

いと難しいのか？） 

調布市でも、認知症対策について、早めの準備が必要であると感じました。 

 

（３）愛知県豊田市～豊田市こども発達センターについて 

 発達センターの医療において、18 歳まで対応でき、診察内容で、近くの

大きな病院を紹介いただけるのはすばらしい。（調布は未就学児までであ

る。） 

敷地や事業費を考えると、調布市に同様の規模の施設をつくることは難し

いが、調布市の子ども発達センターも、少しでも近づける施設になってほし

い。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３号様式（第４関係）  
視察等個別部分報告書 作成者氏名 佐藤尭彦 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

令和４年度厚生委員会行政視察 

（１）兵庫県尼崎市：「ヤングケアラー支援の取組について」 

（２）愛知県名古屋市：「認知症に関する取組について」 

（３）愛知県豊田市：「こども発達センターについて」 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

（１）兵庫県尼崎市：「ヤングケアラー支援の取組について」 

 尼崎市は全国でも先んじてヤングケアラー問題に取り組んでいる自治体

である。平成 30 年より取組を始め、令和３年度には全市でアンケート調査

を実施、令和４年度からは具体的な支援事業に取りかかっている。その背景

として尼崎市には貧困世帯が多く、ヤングケアラー問題が喫緊の課題である

という認識を持ったということがあるそうだ。 

調布市は尼崎市と比べると貧困世帯の割合は低いものの、ヤングケアラー

についてはいまだに実態がつかめていない。ネグレストや児童虐待と比べる

とヤングケアラーは外見では判断しづらいためである。今年度の補正予算で

アンケートの実施がようやく行われる見込みであり、速やかに制度を作り上

げる必要性を感じた。 

ヤングケアラーについて意外だったのは、高齢者介護をしている子どもよ

り、自身の両親や年少の弟妹の面倒を見ている子どもの方が多いということ

だ。特に保育園や幼稚園に弟妹を迎えに行くために勉学や部活動に支障の出

ている子どもが多いということで、視察前に自身の描いていたヤングケアラ

ー像とは違ったものであった。調布市のアンケート調査でも、その点に注意

して質問事項を作る必要があると感じた。 

また、今回視察した「あまがさき・ひと咲きプラザ」の施設の素晴らしさ

も唸らされた。もともと私立大学の施設だったものを寄付されたもので、子

どもに関する多くの施設が施設内に同居している。児童虐待防止、発達障害



への対応、青少年の居場所づくりといった事業が一か所で取りまとめられて

いるのは非常に合理的と感じた。なかなかこれだけの施設を調布市で用意す

るのは難しいと思うが、もし実現できたら素晴らしいものになるだろうと感

じた。 

 

（２）愛知県名古屋市：「認知症に関する取組について」 

 日本全体で高齢化が進み、認知症対策が喫緊の課題となる中で名古屋市は

力強い認知症施策を打ち出している。その背景として、名古屋市の地域間格

差が挙げられる。名古屋市は言わずと知れた日本を代表する大都市のひとつ

である。面積も人口も調布市の約 10 倍におよび、市内の高齢化率や平均所

得にも相当の差が存在している。最も高齢化率の高い南区では高齢化率が  

30.2％に達している。（調布市の高齢化率は約 22％） 

 名古屋市では認知症検診が有料では平均所得の低い地域の検診率が低い

と考え、無料のもの忘れ検診を実施するようになった、市内の協力医療機関

は令和４年度 10 月時点で 553 か所にも及ぶ。 

また、「はいかい高齢者おかえり支援事業」「なごや認知症の人おでかけ

あんしん保険事業」「なごや認知症カフェ事業」といった事業により、認知

症の方が街中で暮らせていけるような取組を行っている。 

ノーマライゼーションの一環として非常に素晴らしい取組ばかりであっ

た。 

  

（３）愛知県豊田市：「こども発達センターについて」 

 豊田市では「豊田市こども発達センター」の視察を行った。こども支援に

関するありとあらゆる事業を一か所で包括的に担当できる素晴らしい施設

だった。特に医師および歯科医師が５～６人程度常駐しているということに

は感銘を覚えた。センターでは市内の小児歯科の研修を行うなど、ただの医

療施設にとどまらずこども向け地域医療の拠点としても機能している。設立

に際して当初は地域の医師会と協定を結び、施設の診療対象を発達支援対象

の子どもにすることですみわけをしているとのこと。 

施設の規模、内容ともに最高水準の素晴らしい施設であった。 

 



３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

（１）兵庫県尼崎市：「ヤングケアラー支援の取組について」 

 尼崎市で実施したアンケートについては、調布市で今年度行われるアンケ

ートにすぐにでも反映させられる。また、尼崎市ですでに実施されている訪

問支援事業についても、アンケートの結果を待たずして研究・検討するべき

かと思われる。 

アンケートを実施、結果を集約してから動くのではなく、早め早めに事例

研究を進め、一刻も早くヤングケアラーへのサポート事業を始めていくべき

である。 

（２）愛知県名古屋市：「認知症に関する取組について」 

名古屋市の行っている事業のうち、「なごや認知症の人おでかけあんしん

保険事業」「なごや認知症カフェ事業」の二つについては調布市においても

大いに実現可能なものであると感じた。「なごや認知症の人おでかけあんし

ん保険事業」はまだ実際に保険金を支払った例が乏しいものの、今後高齢化

が進む中、高齢者を巡る事故や事件の増加が見こまれることを考えると非常

に有効な手になる可能性がある。 

なごや認知症カフェは認知症患者のノーマライゼーションの要であり、調

布市内でも取り入れていきたいものである。カフェの運営主体はほとんどが

地域の介護事業者とのことで、仕組みとしては調布市でも導入しやすいもの

である。調布市もいずれ直面する認知症対策について、今のうちから準備し

ておく必要があると強く感じる。 

 

（３）愛知県豊田市：「こども発達センターについて」 

 敷地や事業費を考えると、調布市に同様の規模の施設をつくることは現実

的ではない。豊田市の人口と面積を踏まえると、調布市・三鷹市・武蔵野市・

狛江市が合同で動かねばならない規模となってしまう。 

しかしながら、一つの施設で包括的に発達支援や子育て支援を行うという

取組については、小規模でも実施できるものであるかと思う。現在予定され

ている総合福祉センターの移転、さらには今後の市役所やグリーンホールな

ど公共施設の建替を行うにあたり、調布市なりの「子ども発達センター」を

つくることができると、大変良いと感じる。  



第３号様式（第４関係） 

視察等個別部分報告書 作成者氏名  橘 正俊 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

 

兵庫県尼崎市の「ヤングケアラー支援の取組」について 

 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 全国的に関心が高まっている「ヤングケアラー」に関して本市では、今年

度、実態調査を開始。今後の取組に当たり、平成 30 年度からヤングケアラ

ーに取り組んでいる尼崎市を視察させて頂くことは大変有意義であります。 

 視察ではヤングケアラー支援施策の現状や課題、今後の取組、支援プロジ

ェクトの内容や取り組み、関係機関との連携等を具体的な取り組み事例を通

して教えて頂きました。実態把握のための「子どもの家事手伝い等に関する

アンケート調査」の内容や実施方法も参考になりました。 

また大学教授、コミュニティソーシャルワーカー、スクールソーシャルワ

ーカーでスタートした尼崎ヤングケアラー支援プロジェクト。取り組みやイ

ベント情報を Twitter で発信することも必要であると実感。また啓発のため

に公共施設の壁に動画を投影するという斬新な取り組みも大変参考になり

ました。 

 

 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

「ヤングケアラー」は今後の重要な課題。アンケート調査で現状を把握し、

関係部署との連携を速やかに構築することが大事である。 

 

 

 

 



第３号様式（第４関係） 

視察等個別部分報告書 作成者氏名  橘 正俊 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

 

愛知県名古屋市の「認知症に関する取組」について 

 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 本市でも認知症に関し「もの忘れ検診事業」が、医師会の協力を頂き始ま

りました。認知症高齢者の増加に伴い、早期発見・早期対応が大事でありま

す。名古屋市では認知症の早期発見・早期対応のための「認知症初期集中支

援」の専門チームが構築されていました。また認知症疾患医療センターが４

か所に配置されており、医療相談から鑑別診断、症状悪化時の対応が出来る

体制が出来あがっている現状に感心させられました。 

認知症の人の徘徊による事故防止のため、地域との協力で行方不明者を早

期に発見する「はいかい高齢者おかえり支援事業」も大変参考になりました。

また他の自治体では無い「認知症の人おでかけあんしん保険事業」が令和２

年度から実施されており、この事業も今後、本市でも検討すべきであると思

いました。 

認知症の人を介護する家族への支援事業や、認知症の人の仲間づくりや生

きがいの支援事業である「なごや認知症カフェ」の登録件数や相談が出来る

専門職の配置も多く、名古屋市の認知症施策が大変充実していることを今回

の視察で感じました。 

 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

認知症対応もできる病院の養成や、認知症の人が起こした事故についての

補償制度も研究すべきである。 

 



第３号様式（第４関係） 

視察等個別部分報告書 作成者氏名  橘 正俊 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

 

愛知県豊田市の「こども発達センター」について 

 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 発達障害と思われる子どもが年々増えるなか、委員会でも子ども発達セン

ターの充実が議論に上がります。今回開設 26 年目という歴史を刻んでいる

豊田市の「こども発達センター」を視察させて頂いたことは大変有意義であ

ります。 

 視察では、これまでの取組や関係機関との連携、巡回療育相談、現状の課

題や解決策等について様々勉強させて頂きました。また施設の中を案内して

頂き、利用者の状況を見させて頂きました。センター内に歯医者等の診療所

が併設されており、施設の充実を実感しました。 

関係機関との連携においても、児童の療育・保育・教育等、０歳から就園・

就学・そして 15 歳まで「発達センター」と「青少年相談センター」が連絡

調整会議を行い、支援が途切れない仕組みづくりを行っていることも勉強に

なりました。 

課題のひとつに「教職員向け研修」がありました。私も教員の認識不足に

よる対応の問題を、時々相談頂きます。全教職員への研修も必要であると、

あらためて教えて頂きました。 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

本市の子ども発達センターの現状を再度調査し、「何が課題か」「どのよう

にしたら良いか」を委員会として把握し検討する必要がある。 

 

 



第３号様式(第４関係) 

 

視 察 等 個 別 部 分 報 告 書  作 成 者 氏 名  宮 本 和 実  

１  視 察 （ 研 修 ・ 視 察 研 修 ） の 実 施 名 称 （ テ ー マ ）  

ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 の 取 組 に つ い て  

兵 庫 県 尼 崎 市  

２  実 施 結 果 に 対 す る 所 感 ， 意 見 等  

（ 質 疑 ・ 意 見 交 換 し た 内 容 ， 今 後 の 市 政 に 生 か す べ き 点 等 ）  

 尼 崎 市 で は 、 平 成 30 年 よ り ヤ ン グ ケ ア ラ ー に 関 す る 取 組 を 始 め て い

る 。 様 々 な 事 情 に よ り 、 子 ど も が 親 の 代 わ り に 家 事 を し な け れ ば な ら

な い 、 兄 弟 の 面 倒 を み な け れ ば な ら な い 、 な ど に よ り 過 度 な 負 担 や 学

び や 成 長 を 妨 げ る 事 例 が 多 い こ と か ら 、 日 々 の 暮 ら し の 中 で 課 題 や 困

難 を 抱 え る 子 供 た ち と 子 育 て 家 庭 に 寄 り 添 い 支 え る た め の 総 合 施 設

「 尼 崎 市 子 ど も の 育 ち 支 援 セ ン タ ー い く し あ 」 を 中 心 に 様 々 な 取 組 を

実 施 し て い る 。  

①  家 事 負 担 軽 減 の た め の 派 遣 事 業 ② 支 援 者 団 体 に よ る 相 談 ・ 支 援 、 当

事 者 同 士 の 交 流 （ 居 場 所 づ く り ）  

ヤ ン グ ケ ア ラ ー 支 援 の 課 題 は 、 子 ど も 本 人 に 意 識 が な い こ と が 多

く 、 過 度 な 負 担 を 背 負 っ て い る こ と に 気 づ い て い な い 例 が 多 い こ と で

あ り 、 尼 崎 市 で は そ の 対 策 と し て 、 令 和 ３ 年 よ り 「 私 は ヤ ン グ ケ ア ラ

ー で す か ？ 」 と い う 動 画 を 公 共 施 設 に 投 影 し 啓 発 活 動 （ コ ス ト 12 万

円 ） を 始 め た 。  

ま た 、 令 和 ４ 年 に 市 内 小 学 校 ４ 年 生 か ら 中 学 校 ３ 年 生 ま で の 児 童 生

徒 を 対 象 （ 約 ２ 万 人 ） に 「 子 ど も の 家 事 手 伝 い 等 に 関 す る ア ン ケ ー ト

調 査 」 を 実 施 し 、 今 後 検 証 し て い く と の こ と で あ り ま し た 。 内 容 に は

ヤ ン グ ケ ア ラ ー の 言 葉 は 使 わ ず に 家 事 を 中 心 に 、 ま た 簡 潔 に ６ 問 に 絞

っ て 実 施 し た と の こ と 。 調 布 に お い て も ア ン ケ ー ト 調 査 を 検 討 し て い

る の で 、 参 考 に す べ き と 思 う 。  

ヤ ン グ ケ ア ラ ー の 問 題 は な か な か 表 面 に 現 れ に く く 、 難 し い 課 題 で

あ る が 、 気 軽 に 相 談 で き る 環 境 づ く り や 支 援 体 制 を し っ か り と 構 築 し

な け れ ば な ら な い 課 題 で あ る と 感 じ た 。 尼 崎 市 の 動 画 投 影 に よ る 啓 発

活 動 な ど も 参 考 に な る 取 組 だ と 思 う 。  



第３号様式(第４関係) 

 

１  視 察 （ 研 修 ・ 視 察 研 修 ） の 実 施 名 称 （ テ ー マ ）  

「 認 知 症 に 関 す る 取 組 に つ い て 」  

愛 知 県 名 古 屋 市  

２  実 施 結 果 に 対 す る 所 感 ， 意 見 等  

（ 質 疑 ・ 意 見 交 換 し た 内 容 ， 今 後 の 市 政 に 生 か す べ き 点 等 ）  

名 古 屋 市 は 、 高 齢 化 率 が 25.5％ と 高 く 令 和 ７ 年 に は 26.3％ と 予 測 さ

れ て い る 。 そ の 中 で 、 75 歳 以 上 に な る と 急 激 に 認 知 症 が 増 加 し て い く

と い う 調 査 結 果 が 出 て い る 。 そ の 結 果 、 2025 年 に は 名 古 屋 市 に お け る

高 齢 者 の ５ 人 に １ 人 が 認 知 症 に な る と 予 測 さ れ て い る 。  

名 古 屋 市 に お い て は 、 2020 年 に 「 名 古 屋 市 認 知 症 の 人 と 家 族 が 安 心

し て 暮 ら せ る ま ち づ く り 条 例 」 が 制 定 さ れ る 。 こ の 条 例 は 、 議 会 か ら

の 条 例 制 定 の 提 案 を 受 け 制 定 さ れ 、 行 政 主 導 の 条 例 で は な い 点 が 注 目

す べ き 点 で あ る 。  

条 例 制 定 後 は 、 認 知 症 に 関 す る 施 策 と し て ① 年 １ 回 の も の 忘 れ 検 診

（ 無 料 ） の 実 施 ② 認 知 症 の 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 の た め の 専 門 チ ー ム を

稼 働 ③ 認 知 症 対 応 モ デ ル 病 院 の 養 成 ③ は い か い 高 齢 者 お か え り 支 援 事

業 ④ 「 な ご や 認 知 症 の 人 お で か け あ ん し ん 保 険 事 業 」 （ 無 料 ）  

の ほ か 、 様 々 な 相 談 支 援 事 業 や 認 知 症 カ フ ェ 事 業 な ど を 実 施 し て い

る 。  

認 知 症 対 策 の 重 要 な 部 分 に は 、 認 知 症 に な っ た か ど う か を 調 べ る 検

診 率 の 向 上 が 不 可 欠 で あ る 。 認 知 症 検 診 率 を 向 上 さ せ る た め の 方 策 の

一 つ に 、 認 知 症 保 険 無 料 加 入 と い う 施 策 を セ ッ ト に す る と い う 発 想

は 、 調 布 市 に お い て 大 変 参 考 に な る 事 例 と 感 じ た 。  

調 布 市 は 名 古 屋 市 に 比 べ る と 高 齢 化 率 は 低 い が 、 認 知 症 対 策 は 不 可

欠 で あ り 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 が 出 来 る 施 策 の 構 築 が 求 め ら れ る 。 ま

た 、 議 員 提 案 に よ る こ の 条 例 制 定 が あ る か ら こ そ 、 施 策 が 進 む 大 き な

理 由 の 一 つ で あ る こ と も 職 員 の 説 明 か ら 実 感 し た 。  
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１  視 察 （ 研 修 ・ 視 察 研 修 ） の 実 施 名 称 （ テ ー マ ）  

「 こ ど も 発 達 セ ン タ ー に つ い て 」  

愛 知 県 豊 田 市  

２  実 施 結 果 に 対 す る 所 感 ， 意 見 等  

（ 質 疑 ・ 意 見 交 換 し た 内 容 ， 今 後 の 市 政 に 生 か す べ き 点 等 ）  

豊 田 市 こ ど も 発 達 セ ン タ ー は “ 環 境 は 最 大 の 療 育 で あ る “ と い う 理

念 か ら 1996 年 に 設 立 さ れ た 。 ① 発 達 支 援 ② 家 族 支 援 ③ 地 域 支 援 の ３ つ

の 柱 を 中 心 に ① 一 元 化 と ワ ン ス ト ッ プ ② 早 期 支 援 シ ス テ ム の 構 築 ③ 関

係 機 関 と の 相 互 補 完 的 な 緊 密 な 連 携 を 特 徴 的 な 取 組 と し て い る 。  

関 係 機 関 と の 連 携 に つ い て は 、 15 歳 ま で の 子 ど も た ち を 対 象 に 、 心

身 障 が い 児 早 期 療 育 推 進 委 員 会 と 特 別 支 援 教 育 連 携 協 議 会 と の 連 絡 調

整 会 議 を 行 い 連 携 を 図 っ て い る 。  

地 域 機 関 と の 連 携 に つ い て は 、 医 療 機 関 や 養 護 施 設 と 連 携 を 図 っ て い

る 。 ま た セ ン タ ー 内 に 診 療 所 を 併 設 し 、 通 園 部 門 、 相 談 部 門 と の 連 携

を 図 っ て い る 。  

豊 田 市 の 7.5 万 人 の 子 ど も の う ち 約 １ 割 の 子 ど も た ち が 対 象 と な っ

て い る 。 近 年 の 課 題 は 、 発 達 に 心 配 の あ る 子 ど も た ち が 増 加 傾 向 に あ

る こ と 、 家 族 の 生 活 ス タ イ ル の 多 様 化 や 外 国 に ル ー ツ を 持 つ 子 ど も た

ち へ の 対 応 が あ る と い う 。 ま た 、 コ ロ ナ の 影 響 も あ っ た が “ と に か く

閉 園 は し な い “ と い う 強 い 思 い で 消 毒 の 徹 底 に 努 め な が ら 開 園 し て い

る 。  

し か し な が ら 、 相 談 事 業 や 診 療 に つ い て は 長 い 方 で 約 ２ 年 待 ち の 状

況 で も あ る と い う 。 就 学 後 の 18 歳 ま で が 個 別 療 法 の 対 象 と し て い る 点

が 特 徴 的 で あ る が 、 手 が 回 ら な い と こ ろ も あ る よ う で す 。  

調 布 市 に お い て も 子 ど も 発 達 セ ン タ ー は あ る が 、 豊 田 市 に お け る セ

ン タ ー は 規 模 が 違 い 人 件 費 に も 相 当 な 力 を 入 れ て い る よ う に 感 じ た 。

ま た セ ン タ ー 長 を 中 心 に 担 当 者 の 方 々 の 熱 意 に も 感 心 さ せ ら れ た 。  

全 国 的 に も 、 配 慮 の 必 要 な 子 ど も 達 が 増 加 傾 向 に あ り 、 調 布 市 に お

い て も 増 園 な ど も 検 討 し な け れ ば な ら な い と 感 じ た 。 ま た 、 豊 田 市 の

セ ン タ ー の 特 徴 で も あ る 、 地 域 連 携 に つ い て は 大 変 参 考 に な り 必 要 性
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を 痛 感 し た 。  

 


